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相模原市の障害者支援施設における事件の検証および再発防止策検討チーム 

報告書に並びに検証・検討に対する意見 

全国手をつなぐ育成会連合会  

今後の対策についての基本姿勢 

１．今回の対策会議は、あくまで「津久井やまゆり園」で起きてしまった大事件に関する検証であ

ることを再確認し、明確に記述してください。 

２．対策と政策を分けて議論し記述してください。 

３．短期的に対応すべき事項と中長期的に継続すべき事項を峻別し、どちらも等しく記述してくだ

さい。 

 

基本姿勢への具体的な提案 

１．対策会議は、「津久井やまゆり園」で起きた大事件の検証であることの再確認し明確に記述。 

今回の事件は 

・教員になりたいという夢が叶わなず 

・一時的とはいえ措置入院の既往があり、精神的に不安定な 

・実質的に解雇された元職員 

が起こした事件です。また、殺傷規模も戦後最大です。明らかに特殊な条件下で発生した、極めて

特異な事件といえます。したがって、検討会の報告書も上記のポイントに沿った内容を盛り込むべ

きと思います。 

しかし、たとえば被疑者が措置入院していたことと事件との因果関係は判然としませんし、これ

は施設職員の処遇や防犯対策のあり方についても同様のことがいえます。 

したがって、今回の検討会が置かれた背景や、それゆえに取りまとめ内容には一定の制約（条件）

があることなどを明確に記述した方が良いと思われます。 

 

２．対策と政策を分けて議論・記述 

今回の検討会が目指すものにもよりますが、今回の事件に特有の事象に着目した対策と、一般的

な共生社会の実現を目指すための政策は、どちらも大切ですが書き分けた方が良いと思います。 

たとえば、措置入院のあり方は容疑者に措置入院の既往があるから取り上げられているわけで、

これが医療保護入院や単なる通院だったらテーマにはならないはずです。措置入院のあり方に焦点

を当てるのであれば、「今回の事件に特有の事象に着目した対策」であることを明確にした方が良

いと思われます。 

 

その上で、今回の事件から導かれる一般的な（腰を据えて継続すべき）取組みについては、対策

というよりは政策に近くなると思います。今後進めるべき取組みとして報告書に盛り込んだ方が良

いと思われます。 
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その場合には、事件の事実から抽出された「対策」と、事件の事実そのものには関わらないものの、

背景として考えられる課題を解決していくための「政策」を書き分け、守備範囲を明確にした方が

良いように思われます。 

 

３．短期的に対応すべき事項（対策）と中長期的に継続すべき事項（政策）を峻別し、どち 

らも等しく記述 

 

（対策） 

措置入院のあり方、特に退院後のフォローに関すること 

個人情報保護の観点を踏まえた、措置入院既往者の情報共有のあり方に関すること 

犯行予告等に対する関係機関・団体との連携体制のあり方 

施設・事業所における防犯のあり方に関すること 

津久井やまゆり園におられる方、職員への心理的ケアに関すること 

津久井やまゆり園におられる方のうち、転居を希望する人への特例的対応に関すること 

 

（政策） 

政府として改めて障がいの有無に関わらず共生する社会の構築を目指す姿勢に関すること 

特に知的・発達障がいに関する啓発、理解促進に関すること 

 差別や偏見を増長させない環境作りに関すること 

施設・事業所職員に対する人権擁護意識向上に関すること 

施設・事業所職員の処遇に関すること 

 

このうち、「特に知的・発達障がいに関する啓発、理解促進に関すること」では、１２月の障害

者週間に向けて政府広報などで大々的に発信していく（障害者週間では大々的に発信する）進め方

が考えられます。障害当時者団体等の活動のフォローも必要だと考えます。 

また「施設・事業所職員に対する人権擁護意識向上に関すること」については、支援策について、

事業者団体とともに検討する必要があると考えます。 


